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岐阜県の

関係者招いて盛大に『創立25周年記念式典』を開催

『廃プラスチックのリサイクル』 ・記念講演の要旨

記念式典の行事が岐阜新聞などに紹介されて話題に

組合青年部11月研修会・工業組合の親睦ゴルフ大会

デザインのすすめ

組合員の工場訪問

事務局だより
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成形業界発展の原動力に

1盛大に「25周年記念式典」を開催 I

関係者招き記念表彰や講演
岐阜県プラスチック工業組合は、 10月7日、関係団体・業界の代表多数を岐阜グランドホテル

に招いて『工業組合創立25固年記念式典』を開催した。工業組合は昭和43年6月に創立、いらい

岐阜県プラスチソク成形加工業界の主軸となって業界の振興発展に寄与してきたもので、大松理事

長は「政治、経済の各面で大きく変革する中で、プラスチゾク業界も激しい変遷を遂げてきた。こ

の波の中で工業組合は様々な事業を行い、企業においては技術革新に対処し、今日の発展をかちえ

てきた」と報告、さらなる発展を誓った。

一層の工業組合

充実と活動強化

岐阜県プラスチソクエ

業組合の創立25周年記念

式典は竹内安之事務局長

の司会のもと、児玉俊一

副理事長が「次の30周年

に向け、大きく飛躍する

有意義な記念式典にした

い」と開会あいさつを

行った。

式典の行事は、まず、

大松利幸理事長が「創立
‘’’9 9 9バ‘‘̂ ’̂ ’̂ ‘^ 

25周年を迎えることがで 「工業組合組織の充実と活動強化を…」と挨拶する大松理事長

きたのは、関係官庁・団体をはじめ原材料・機 は県全体の 5％台を維持するまでに成長した。

械などのメーカーや成形加工製品のユーザーら

各位のご協力のおかげ」と感謝のあいさつを述

べたあと「工業組合は昭和43年、それまで活

動してきたプラスチック協会を礎に発足し、 25

年を経過した。この間、業界は岐阜県の七大産

業に数えられるまでに発展、また、工業出荷額

今日のプラスチック産業は二次大戦後の昭和30

年代に誕生、いらい急成長を遂げ、素材ベース

に換算して 1,200万卜／強となり、比重換算では

鉄鋼生産に匹敵する。成形加工業界はもとより

機械、金型から副素材にいたるプラスチック関

連全産業が、わずか30余年の間に今日の規模
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垣
商
工
労
慟
部
長

にまで成長したことは産業発達史上、類い希な

ものと言え、感慨ひとしおである。今後もプラ

スチソク産業の明るい将来を信じ、工業組合組

織の充実と活動強化を図りながら前進していき

たい」と決意を述べた。

続いて来賓の祝辞に入り、中部通産局長代理

の鈴木悟商工課長が「いぜん厳しい景気の中で

25周年を迎えたことは喜ばしい。国としては

景気対策はもとより、経済構造を抜本的に改革

するため、包括的な政策パッケージの策定に速

やかに取り組んでいきたい。こうした課題の克

服は、業界はもとより国民各位の理解と協力が

不可欠であり、より一層の組合組織の充実と活

動を期待している」と祝った。また、岐阜県知

事代理の岩垣

儀ー商工労働

部長は「この

不況は岐阜県

経済に悪い影

響を与えてい

る工業出荷額

も自動車販売

額も大型店も

住宅建設戸数

もすべての指

数が全国平均

を下回ってい

組合功労で県知事表彰を受けた児玉庄ー氏ら工業組合の前役員6人
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武藤前理事長や日置前技能検定首席検定委員らに大松理事長から感謝状が手渡された

県はできる限りの景気対策に取り組み、 6月と 材融合化試験室、複合材料開発試験室、金属粉

9月の補正予算で公共投資を 500億円増やし 末の射出成形施設などと、業界のニーズに対応

た。融資制度も 6月に30億円、 9月に 100億円 できる施設を整え、各種の研究開発に取り組ん

増額、総額 1,000億円を越える融資枠とし、貸 でいる。これをもとに一層、産学官の連携を深

出金利も平均4.1％から 3.8％に下げるなと、行 めていきたい」と、祝辞をしめくくった。

政として最大限の景気対策を進めた」とし「こ

の機会に企業は技術力を磨き、独創性のある経

営をめざしてほしい」と呼びかけた。最後に岸

上慎次郎岐阜県工業技術センター場長が「新素

児玉元副理事長らに県知事表彰

続いて記念表彰式。まず、組合功労では役員

であった児玉庄一、吉田博司、日比正隆、奥村

勝、納土栄一郎、篠田哲の 6氏が

岐阜県知事表彰を受け、岩垣商工

労働部長から表彰状と記念品が手

渡された。

工業組合からの感謝状贈呈では

5月まで理事長を勤められ現在は

顧問の武藤昭三氏と、プラスチッ

ク技能検定委員として活躍された

日置正、長屋喜八、足立弘之、河

本進一、井藤正司の 6氏に大松理

賛助会員代表の田村日精樹脂・名古屋営業所長のあいさつ 事長から手渡された。
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記念式典の後はプラスチッ

ク処理促進協会調査広報部長

の中根和博氏から『プラス

チソクのリサイクル』をテー

マに記念講演を聞いたあと、

記念パーティーで参加者全員

が交流を深めた。とくに賛助

会員を招いての初事業だけに

親睦・交流は盛り上がった。

平
林
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
連
盟
理
事
の
乾
杯
音
頭
と
武
藤
組
合
顧
問
に
よ
る
万
歳
三
唱
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進む廃プラのリサイクル
ご：；二塁喜□□；内外の動向を詳細説明
岐阜県プラスチック工業組合は、創立25周年記念式典に続いて『記念講演会』を開催し

た。講師は社団法人プラスチック処理促進協会調査広報部長の中根和博氏で『プラスチッ

クのリサイクル』をテーマに、廃プラスチックのリサイクルと処理の現状を聞いた。次に

中根さんの講演要旨を紹介すると。

廃プラ問題の背景と処理促進協会

プラスチックの生産量は年々増加し、 1991

年には、 1,280万＇` ノにも逹している。同時に廃

プラスチックの排出量も増え、 620卜/に達して

いる。話は30年前にさかのぽるが、地方から

都市への人口が集中、都市ゴミの排出量が急

増、その対応が社会問題となった。当時のプラ

スチック生産量も急速に伸びている時で、清掃

関係者は都市ゴミの焼却が進まないのはプラス

チソク且装の廃棄物だとし、業界に対応を求め

てきた。

このためプラスチック業界はプラスチック処

理促進協会を設立 (1971年）し、分別収集し

た廃プラスチックの再生品製造、熱分解、専用

焼却炉による焼却などの実験を行ってきた。ま

た、再生業者の育成、各種の調査、広報活動を

展開してきた。

一方、国、自治体の努力で焼却炉の建設が進

み、 1990年には焼却比率74.4％に達し、有害ガ

スの発生、高温による焼却炉の損傷（いずれも

対応策はできている）などの非難はあるものの

欧米に比較して問題は沈静化している。

廃
プ
ラ
問
題
で
講
演
す
る
中
根
さ
ん

き成形加工業者からスクラップを回収し、再生

ペレットにしている業者は、全国で 5-600杜あ

り年間約54万卜／をリサイクルしている。また

使用済みポリエチレンフィルム、電線屑などか

ら土木建設用の棒、杭、板などの再生品を成形

している栗者も数百杜あり、年間約18万卜／を

リサイクルしている。このほか、 PETのフィ

ルム屑からスフ綿、 トレー・卵パック用のシー

トを製造する業者もいる。

各業界団体ごとにリサイクル実施

産業廃棄物としてのリサイクルは PETボトル協議会のリサイクル対策は、ウ

ここで産業廃棄物としてのリサイクルに目を イズウェストジャパンと協力し、栃木県に年間

転じると。プレ・コンシューマーとでもいうべ 5,000卜／をリサイクルする工場を建設した。計
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画では今世紀中に全国 5カ所の施設を設置、生

産量の半分年間 8 万卜〗をリサイクルしていく。

発砲スチロール再資源化協会は、魚箱、家電

製品の緩衝材などを年間3万トノリサイクルして

いる。協会は1995年までに全国にエプシー・

プラザを 200カ所以上設置し、生産量の25%、

43卜，のリサイクルを企画している。

発砲PSスチロールメーカー、発砲スチレン

シート上業会は、東西2カ所にリサイクル施設

を設け、 トレーの回収とリサイクルを行ってい

る。行政、消費者団体、流通業者の協力のもと

に実施しているが、問題点も多く、昨年の回収

は l40卜／であった。一方、大手トレーメー

カーはスーパーと協力、昨年は 2-3,000卜，忙l収

したとされるが、最終的にどのような製品にリ

サイクルされたかは明確になっていない。

油化や固形燃料化の事業も各地で

油化や固形燃料としてのリサイクルはどう

記念式典の会場に再生製品を展示

なっているのか。廃プラスチックを加熱すれば

分解することはよく知られる。処理促進協会で

も20年前に実施、ある程度の規模でないと経

済性がないことを実証している。昨年、フジリ

サイクルが相生市に建設した年間 5,000卜／を処

理する施設は産廃系廃プラを原料としている。

桶川市に建設された年間 400卜［の処理施設は、

都市ゴミ中の廃プラを対象にしている。いずれ

もゼオライト触媒を使用し、比較的低分子量の

生成油を得ることに成功した新技術である。

産廃系の廃木材、占紙を主体に廃プラを 10

％程度使用した札幌市の固形燃料は、冬季の地

域暖房に活用されている。また、シナネン、タ

クマの開発した廃プラと印刷廃棄物を原料とし

た固形燃料・焼却炉システムは染色工場で使用

されている。家庭ゴミや家庭ゴミの中の廃プラ

スチックを原料とした日本リサイクルマネージ

メントの固形燃料システムも小規模ながら数カ

所で使用されているのが現状である。

工業組合は記念式典会場にプラスチック再生製

品約50点を展示し、業界の努力をアピールした。
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記念式典の状況
新聞に紹介される

工業組合の25周年記念式典

の模様が、岐阜新聞など各新

聞に写真付きで詳しく紹介さ

れ、話題になった。次はその

スクラップ。

創立25周年で記念式典
岐阜プラスチックエ組

-昂、吋〒訟

金曜日

創
立
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年
て
式
典
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。
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人本社：竺雪翌？；
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景気動向で情報交換

組合青年部の11月研修会開催

工業組合の青年部は、 11月研修会を11月6

日に岐阜市内のホテルスポーツパルコで開催し

た。研修テーマは①景気の動向②廃プラとリサ

イクル③プラスチックの材料価額の変動ーなど

を中心に各部員が話し合った。

中でも景気問題では「不況の影響は日用品、

資材、工業部品全体に広がって低調」 「休止し

ている成形機があり、受注残も今年一杯」 「土

木・建築関係の成形を開拓している」の厳しい

報告があり「国・県の景気対策や所得減税など

による消費回復」に期待する声が強かった。

優勝は白木（：：）さん
口一岐阜カンで親睦ゴルフ大会一／口

工業組合は10月20日、各務原市にある岐阜

カンツリー倶楽部で『第2回理事長杯争奪・組

合員健康づくり・親睦ゴルフ大会』を開いた。

組合員の健康づくりと親睦をねらいに昨年から

実施しているもので、大松理事長ら 5パー

ティー20人が参加した。

優勝したのは白木進さん（フクシマ化学経理

部長）で、企業としてはフクシマ化学が前回に

つづいて連続優勝した。 2位は鈴木潔さん（加

業界の景気動向で話し合う青年部員

茂企業総務部長） 3位は日置正さん（リス専

務）で、プレーの後、成績順に表彰するなど懇

親を深めた。 （写真は大松理事長から優勝トロ

フィーを受ける白木さん）

新会員に穂積町のアバンステクノ（松

工業組合に新しく加入申し込みがあり、 11

月11日に開いた理事会で承認された。新会員

はアバンステクノ（梱本巣郡穂積町宝江477、松

久武史代表取締役、資本金1,600万円。

⑤--ら寮芝槻械株式会社

本 社束京都中央区銀座 4 丁目 2-l1 

名古屋営業所名古屋市中村区名駅 4丁目 7番 23号

化工機課 TEL <052〉561-8 3 4 I 
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豊かなデザイン一3

■耳慣れた『エコロジー』と『リサイクル』で
すが、ファッションの世界でもその動きが見ら

れます。 でどんな動きかといいますと―

Illファッション界というと流行り廃りが激しく

スピードそのものの世界でありましたが、昨今

は違います。バブルの崩壊から序々にその速度

が弱まっています。バブル期の『高くて良い物

を持つ』から『自分のものをもつ』時代になり

そんな中で、地球環境問題から、ファッション

菓界でも『エコロジー』が浮

上してきます。これは特に

“エコロジ一色”や“自然素

材を使う”ということを主体

にした動きで、型も今シーズ

ンしか着られないものではな

く、ベーシソクで長く着られ

そうなものが主流でした。ま

さに『ひとつのものを長く』

というエコロジーな流れに

びったりした。

lill しかし、自然な素材を使う—~グに本物

の植物を使ったり、ナチュラルなアースカラー

（ベージュ、ブラウン、モスグリーンなどを使

うことは、エコロジーの、地球を大切にという

意味においては少し表層的ではありました。

と、少々空回りぎみではありましたが、よ

うやくベーシックな部分での物の良さが見直さ

れるようになったのです。

Illそして、もう一つ、 『エコロジー』から派生

した『リサイクル』の動きにはおもしろいもの

があります。

『エコロジーとリサイクル』

岐阜県プラスチックデザイン協会

II最近皆さんもよく耳にする『グランジ

〔grunge〕』は『汚い・だらしない』の意味で

もともとは、ミュージシャンが手持ちの服を無

造作に重ね着したスタイルをいいました。今

シーズンは、古着をリサイクルしてラフに重ね

着した感じが流行です。コレクションではわざ

わざ新品の生地を古着に見えるように加工した

ものもみられました。ま、これはさておき、私

たちは昔の服をタンスからひっぱり出して重ね

着やリフォームして着るのが最も流

行になりました。特に『リサイク

ル』の動きはファッションの懺界に

限らず若いデザイナーの中で活発

で、様々なユニークな活動が見られ

ます。驚いたことにすでにフランス

ではリサイクルが流行・ブームに

なってしまっています。

Ill工業用のフェルトを薄切りにした

ソファーや包帯（！）をつなぎあわ

せた洋服 もうこうなるとアート

の桐界ですが、売れ残りの服をほどいて刻んで

縫い合わせる、正真正銘の『リサイクル』をし

ているデザイナーが今、パリで一番人気とか。

でも、彼の服は（ここがポイントです）この不

況時に「倹約・節約」みたいな暗いイメージが

なく、明るい色づかいで元気なこと—ーこれが

人気の秘密です。

■これからの時代、エコロジーやリサイクルの
動きがますます成熟していくでしょう。

これを不況時だから「贅沢は敵、倹約・節

約」とストイックに見るか「おしゃれ」と見る

かは、ほんとに気の持ちょうですよね。

岐阜県工業技術センター＠
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薫薫薫藁薫纂賽葦養藁養薫賽葦薫薫蕎薫驀驀藁蓑驀養蕎驀驀驀薫組合員の工場訪問養薫養

日用雑貨一筋にイ言用を積み重ねる

Iタバタ化学I

今年最後の工場訪問は、タバタ化学（武儀郡

武儀町下之保1680、資本金 500万円、田畑正春

代表）を訪ねた。工場のある武儀町といえば、

あの平成ブームで湧いた町。最近は訪れる観光

客こそ見られないが、武儀町はこれを機会にイ

ベント会場・平成ふれあいドームを建設した

り、関と金山を結ぶ県道58号線を平成こぶし

街道と名付けて整備するなど、むらおこしに取

り組み活気にあふれている。

田畑さんの工場は津保川をはさみ、平成の里

の隣の戸丁集落。一帯は山間の地であるが、建

設進む東海北陸自動車道の美濃インターヘ約10

キロ、また、東海環状自動車道の路線へも近く、

将来は新しい展開が待たれるところ。

伝来の土地に成形工場を建て独立

創業は昭和52年。美濃加茂市のフクシマ化

学で5年間「研修がてら働いたあと独立した」

という。最初の成形機は、フクシマ化学の中古

の 130トンの機械。田畑さんは「山里の部落にプ

ラスチック工場を…」と、伝来の畑をつぶし80

平方にの工場を建て、事業を開始した。

研修を受けたといっても、当時はまだまだ技

術不足で製品づくりに四苦八苦、返品や不良品

を抱えで悩んだ。そんな時、手を差しのべても

らった人がフクシマ化学の福島さん。岐栄会に

入り、懸命に日用雑貨品の成形に取り組み、リ

ス誕生後も日用雑貨品一筋に進んできた。

田畑さんは「山間の地では技術者を雇えず、

従業員は家族とパートだけ。したがって営業や

納品時には工場が留守になるので、残った人で

作業ができる仕事を考えてきた」と、エ賃の良

い工業部品や産業資材の成形にはHもくれず、

日用雑貨品一筋に取り組んできた理由を話す。

さらに取出し機やロボットを導入するなど、地

道ながら工夫と努力で合理化もしてきた。今年

6月には3度目の増改築（合計 290平方信）で

工場はゆったり、この不況時にかかわらず4台

の成形機は24時間うなりをたてている。

順調なはずの田畑さんにも悩みがある。金型

今年6月には3度目の増築。成形工場らしくなった

交換時や始業時に出る廃棄樹脂

の処理で「工場周辺では燃やす

ことができず、かといって再生

業者は市況の悪化で引き取って

くれない。このため武儀町のプ

ラスチック工場10社で、焼却炉

の共同利用計画などの解決策を

話し合っているが、うまくいか

ない」ようだ。それだけに「エ

業組合が今年から組合事業とし

て取り組むリサイクル問題の結

果に大きく期待する」と話す。
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事務局だより
会員と事務局を結ぶページ

口とどこおりなく創立記念式典終る口

工業組合の『創立25周年記念式典』は、今

号のトップ記事で紹介しましたように10月7

日午前10時から、岐阜市長良川河畔の岐阜グ

ランドホテルで開催し、とどこおりなく行事を

終わることができました。ご協力いただいた各

位に紙上ながらお礼を申し上げます。

また、記念事業の一つとして『記念誌』を発

刊し、記念式典出席者に配布しました。当日ご

欠席の方々や関係機関へは、後日、郵送しまし

たが、まだ若干、部数が残っております。配布

希望先がありましたら組合事務局へお知らせく

ださい。組合から郵送し、岐阜県プラスチック

業界のPRに、少しでもお役に立てたいと思っ

ています。 （写真上は発刊した記念誌）

□初行事は、 1月22日の新年互礼会口
工業組合は平成6年の初行事として、 1月22

日（土曜日）の午後6時から岐阜市六条南にあ

る岐阜平安閣（電話0582-72-1717)で「新年互

礼会』を開催します。近く文書で開催案内をお

送りしますが、スケジュールを調整され、一人

でも多く参加し、組合員相互の親睦・交流の輪

を広げてください。

□東京の見本市は参加者少く中止口
JP93・TOKYO、正式には『第15回・

日本プラスチック・ゴム見本市』の見学会を10

月末に行う予定でしたが、不況のおりから参加

希望者が少なく、実施を中止しました。

《お知らせ》 平成5年も不況に明け暮れ、混

迷の中で師走を迎えます。組合事務局は12月

28日まで業務を行い、新年は5日からです。

岐阜県のプラスチック
1993 114号

平成5年11月15日発行

発行岐阜市六条南2丁目11番地1号

（岐阜産業会館4階）

電話(0582)7 2 -7 1 7 3 

FAX (0582) 7 6 -1 5 2 5 

岐阜県プラスチック工業組合

発行責任者 竹 内 安 之

ポリエチレン

スミカセン⑩
エチレン酢酸ピニル共重合樹脂

エバテートR
ポリプロピレン

住友ノープレン8
ボリスチレン樹脂

エスプライト

塩化ピニル樹脂

スミリットR
メタアク IJルシート

スミペックスR
メタアクリ）し樹詣

スミペックス-BR
高密度ポリエチレン

スミカセンハード

熱可塑性エラストマー

住友8TPE
合成ゴムSBR

住友R.SBR
合成ゴムEPR

エスブレンR
エチレン酢酸ピニル
塩化ビニル共重合樹詣

スミグラフトR

令 住友化学工業株式会社
名古量支店 〒460名古屋市中区錦l丁目11番18号（興銀ビル）

電話 <052〉201-7571
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＊之の石油化学製品

ポリスチレン ポリプロピレン

スチレン系耐熱樹脂 高密度ポリエチレン

ポリカーボネート 直鎖状低密度ポリエチレン

GFPET カルプR

幽出光石油化学株式会社
東京都千代田区丸の内3-l-l（国際ビル）〒100 ff 03-213-9361（代）

名古屋支店 名古屋市中区栄2T目1番1号 日土地名古屋ビル5F 〒460ffll52-204-6051-3 

ShiにEtsuI偏越Pvc -l 

信越化学工業株式会社 名古屋支店臣附魯翡欝鷹腐f寸区名駅4-27そ3（名古屋三井ピル東館）



精密成形を支えるトータル恩考。
NISSE!は精密成形の高付加価値化に射出成形機・金型・合理化機器・成形
技術・材料・環境・ソフトウェア・情報管理などモノ創りを総合成形システム

として推進しています。

NISSEI 

誓
曰輯纏編エ婁韓式會祉
岐阜出張所／岐阜県岐阜市酋罰寺屋敦3-40配'~,F ff0582-72-5952 

＊名古屋営業所／愛知県小牧市外堀2-167 ft0568-75-9555的
岡崎出張所／愛知県岡崎市上六名4-1-8三剛ピルIf ft0564-52-1430 
三重出張所／三重県津市神戸横田 203-4 ft0592-24-0716 
●本社・工場・枝術研究所／長野県坂城町南条2110 ft0268-82-3000（大代表）
●東京事務所●テクニカルセンター／本社・相模原，岩槻，大阪，名古屋

●営菓所／全国11ケ所●出張所／全国23ケ所●海外サーピスステーヨン／26ケ所

・)MEIKI 
プラスチック、光ディスク、ファインセラミック射出成形機、

IC基板成形プレス等、先端技術加工機を

生産して、世界の名機として活躍しています。

プラスチック射出成形機

＠株式会社名椒製 fた荘 ；：言：〇阜大府戸噂町大桟2合 (O362〉48-2!1)ャ I 
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活きてる素材。
三菱レイヨンのブラスチック
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E s ? ~ I X EARTH SPIRIT 
行きはボックスとバスケットにいっぱい詰めて出発。ランチタイムにフタ

を開けはテーフルに早変わり。帰りは、バスケットをボックスに入れコ

ンパクトに収納できる便利なレジャーボックスです。（フタの内側は、収

納スペースになります。）

ヽ リコ株式会

岐阜プラスチック工業株式会社 岐阜プラスチックグループ
鬱本社：岐阜市神田町9丁目25番地（大岐阜ピル6階） 鍮リス興業（株 畿東北リス（株 拳四国リス（株

.生産本部：各務原市前渡東町4丁目222番地 鬱リスパック（株 癬東京リス（株 睾九州リス（株

馨リス（松 鬱大阪リス（株 鬱リスエンジニアリンク椋


